
防 災 対 策 調 査 特 別 委 員 会 

H21. 11.12 総務部防災課・危機管理担当課 

池袋駅周辺混乱防止対策訓練の概要 

目的 

首都直下地震の発生に伴い、池袋駅周辺で大量の負傷者や滞留者が発生した場合を

想定し、事業者、商店会等による無線通信及び図上訓練を実施し、混乱防止対策に反
映させる。 

今年度は、特に以下の点を眼目として実施する。 

(1）事業者間の情報通信の確保・検証 

(2）屋外の買い物客等に対する情報提供方法の検証 

(3）要援護者対応訓練の実施 

2 訓練日時、場所 

(1) 日 時 

平成 21年 11月 24 日（火）午後 1時 30 分～午後 4 時 00 分 

(2）場 所 

①現地連絡調整所 

東日本旅客鉄道池袋駅 

②情報提供ステーション 

東口側 東口タクシープール前歩道上 

西口側 池袋西口公園 

③災害時要援護者等の対応訓練 

池袋西口公園（伝言ダイヤル・起震車体験含む） 

3 訓練者等 

池袋駅周辺混乱防止対策協議会及び協議会が必要と認める団体等

訓練者総数：100 名（予定） 

4 訓練手法・想定 

(1）手 法 

ロールプレイング方式による図上訓練 

(2）想 定 

地震想定：13 時 00 分頃 東京湾北部を震源とする首都直下地震が発生 

地震の規模：M 7.3 豊島区内は震度6弱以上 

条件設定：区内は火災の発生、建物倒壊等により多くの死傷者が発生 

鉄道機関は全て運行停止 

区、消防、警察機関は消火・救助活動中 
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15 時 00 分 

15 時 00 分 

1r  

15時 40 分 

15時 45 分 

16 時 00 分 

集合（各訓練会場に集合） 

無線通信試験（最終確認） 
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訓練開始 

①現地連絡調整所の設置運営 

・事業者が主体とした現地連絡調整所の運営 

・無線通信による情報収集・伝達 

・地図を活用した図上訓練（被害状況のイメージ） 

②情報提供ステーションの設置運営 

・商店会が主体とした情報提供ステーションの運営 

・無線通信による情報収集・伝達 

‘地図を活用した図上訓練（被害状況のイメージ） 

③災害時要援護者の対応 

・車椅子の取扱い要領 

・視覚障害、聴覚障害者の対応要領 

災害伝言ダイヤル1 7 1の体験 

地震の体験（起震車による体験） 

終了式（西口公園） 

訓練終了（会場撤収・解散） 

時 間 

13 時 30 分 

13 時 45 分 

14 時 00 分 

訓練の主な流れ 
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防 災 対 策 調 査 特 別 委 員 会 
1121.12.16 総務部防災課・危機管理担当課 

池袋駅周辺混乱防止対策訓練の実施結果について 

目的 

首都直下地震発生の際に予想される鉄道の運行停止や建物被害等による混乱を

防止し、大量の滞留者や負傷者等への対応を事業者等の連携で的確に実施するとと
もに、訓練を通し課題を把握して今後の対策に反映させる。 

2 訓練の概要等 
(1）訓練の概要 

事業者、商店会等による無線通信及び地図を活用した状況把握等 

(2）日時 

平成21年11月24日（火）午後1時30分から 4時00分 

(3）場所 

・池袋駅及び地下コンコース 
・東口タクシープール前歩道上、池袋西口公園 

(4）訓練者 

池袋駅周辺混乱防止対策協議会及び協議会が必要と認める団体
合計49団休 る正フ フ n 人 

3 訓練内容 

(1）現地連絡調整所運営訓練（東日本旅客鉄道池袋駅敷地内） 
訓練者：80人 

’現地連絡調整所と各事業者災害対策本部、東口・西口情報提供ステーションと
の通信及び情報共有 

’地図を活用した被害発生場所等の把握 

(2）情報提供ステーション運営訓練（東口タクシープール前歩道上・池袋西口公園） 
訓練者：40人 

・現地連絡調整所との通信及び情報共有 
・地図を活用した被害発生場所等の把握 
・屋外の買い物客等への情報提供 

(3）災害時要援護者等の対応訓練（池袋西口公園） 
訓練者：100人 
・身体障害者、視覚障害者への対応訓練 
・災害用伝言ダイヤル、起震車体験訓練 


